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「おもろい」＝「Interesting」

● 知的好奇心が刺激され、

自発的・主体的な〈学び〉の姿勢が涵養された状態。

● 小学校～高等学校といった初等・中等教育の現場における

「主体的・対話的で深い学び」にも通じる状態。

● ①「知識・技能」②「思考力・判断力・表現力」③「主体的に学習に取り組む態度」

上記の３要素が達成される学び。

（c.f.）文部科学省『中学校学習指導要領解説総則編（平成29年告示）』



教学ＩＲによる授業アンケートの結果①
2022年度春学期の授業・学生生活に関するアンケート

【授業を通じた学力の３要素の獲得実感】

「ある程度身についた」「身についた」と回答した学生

知識 技能 思考力 判断力 表現力 主体性 多様性 協働性

対面 87.8% 81.9% 84.1% 78.4% 74.1% 72.7% 75.1% 77.3%

遠隔 87.5% 74.6% 84.6% 77.2% 72.2% 64.9% 67.6% 47.6%

対面・遠隔において、要素１・２などの習得については大差がない。

しかし、主体性などの要素３においては対面授業の方が効果的に身に付く傾向にある。

要素１ 要素２ 要素３



【授業の満足度について】

対面が「62.6％」であるのに対して、遠隔は「79.4%」

学生は遠隔授業の方が

満足度が高い！

教学ＩＲによる授業アンケートの結果②
2022年度春学期の授業・学生生活に関するアンケート



教学ＩＲによる授業アンケートの結果③
2022年度春学期の授業・学生生活に関するアンケート

次の３点について、過去の調査より向上している
・授業への満足度（61.7%→79.4%）
・授業内容の理解（68.0%→79.9%）
・到達目標の獲得実感（60.2%→68.1%）

遠隔（オンデマンド）授業の質の向上



①授業内で仲間ができ、対話しながら授業に取り組むことができる

→遠隔授業では人間関係の構築が難しく、グループワークがスムーズでなかったり、

悩みを抱え込んでしまう。

②学習のための適切な「場」が用意されている

→遠隔授業では、授業を受けやすい静かな環境を探す必要がある。

また、集中することも難しい。

対面授業のメリット



①時間や場所を選ばず、効率的なので、課外活動にも時間を使いやすい

→通学に時間をかける必要がなくなり、好きな時間に受けられる。

また、何度も視聴することができ、知識の定着につながる。

②質のよい教育が幅広い人に届く

→本来なら定員の関係で受けられなかった、

人気の授業も受けられる。

遠隔（オンデマンド）授業のメリット



１５回の授業の内、対面授業は５回（３回に１回）

講義形式の遠隔（オンデマンド）授業で予習を行い、知識や技能を習得（インプット）した上で

グループワーク形式の対面授業で主体性や協働性を発揮（アウトプット）する。

１５回の授業の中で、インプットとアウトプットのどちらも行うことにより、

より効果的に学習内容が定着すると考えられる。

提言
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主に遠隔（オンデマンド）授業のため、講義はいつでもどこでも何度でも受講でき、

学生の満足度は高いものであると考えられる。

また、対面授業で得られやすい「主体性」「多様性」「協働性」についても

５度の対面授業（グループワーク）により得ることができると考えられる。

「対面授業」と「遠隔（オンデマンド）授業」の

両方のメリットを得ることができる授業形態である。

これが学生にとっての「おもろい授業」であると考える。

提言
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